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核分裂が発見されて 80 年近くになり、核分裂の連鎖反応は原子炉でのエネルギー利用として実用化され

社会に貢献している。一方、核分裂は物理的に未解決な点が多い。例えば、核分裂によって生成される個々

の分裂片が持つ運動エネルギーに対する理解はまだ十分ではない。本研究では、この未解決な運動エネル

ギーに着目し、動力学模型を用いた計算を行った。計算結果は実験データを良く再現した。この結果、原

子核が切断した瞬間に持っている初期の運動エネルギーを取り入れる必要があることが分かった。 
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1. 緒言 

80 年前に核分裂が発見[1,2]されてから約 20 年後、Pu 同位体の核分裂片運動エネルギーが実験的に測定

された[3]。その実験結果では軽い分裂片は質量数によらずほぼ同じ運動エネルギーを持っているのに対し、

重い分裂片は質量数とともに運動エネルギーが直線的に下がる結果が示された。この結果に対する理解は

現在においても定性的に明らかにされておらず、核分裂における課題として残されてきた。 

 

2. 本論 

原子力発電に用いられる 236U と 240Pu などのアクチノイド核種に対し、揺動散逸定理に基づく動力学模型

[4]を用いて核分裂反応過程を記述することにより、核分裂によって生成される個々の分裂片が持つ運動エ

ネルギー依存性の解明を目指した。その過程で核分裂直後に持っている核分裂片の初期の運動エネルギー

を導入した結果、計算結果は実験データ[3,5,6]をよく再現した。 

 

3. 結論 

これまで核分裂における全運動エネルギーの理解は主に切断点における２つの核分裂片のクーロン反発

力だけが着目されてきたが、本研究から、核分裂した瞬間に持つ初期の運動エネルギーにも着目する必要

があることが分かった。 
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